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  今回ご紹介するのは、『畑区の毘沙門天（毘沙門さん）』です。 

  畑区にある畑村毘沙門天尊像は、真言高祖弘法大師の作といわれ、槇山（牧山ともいう）が

七堂伽藍を連ね、隆盛なりし頃に正方の守護神であったといわれています。 

  牧山寺が南北朝時代のころ僧兵の戦火で焼失しましたが、毘沙門天尊像を畑の村人が村へ

持ち帰り円通庵（薬師堂）に安置し、天正年間（１５７３年～１５９１年の織田信長、豊臣秀吉の時

代）奉っていました。円通庵が廃壊して以降は２００年余り木の下にうずもれていましたが、当時

の畑村の村長が「木の下の尊像を探し、お堂を建立せよ」という夢をみられたことから、寛政６年

（１７９４年）に五兵衛家所有の山地に毘沙門堂を建て毘沙門天尊像を祀ることになりました。そ

の後、毘沙門堂は修繕しながら大切に維持されていましたが、老朽化で改修することが不可能と

なり、平成２４年（201２年）に改築されました。 

  毘沙門天は七福神であり、七難を避け七福を与える北方守護の神仏です。畑区では、毘沙門

天を神仏混合の尊像、福徳円満、福の神、商売繁盛の神として奉っています。参詣される方々は、数珠を手に持ち、線香をたて、

鐘を鳴らして拝みます。 

  新年最初の寅の日には、毘沙門天祭を開催し（初寅という）、畑区以外の方々も参拝され

ています。日常は開放されていませんが、初寅の他に春と秋の彼岸の中日には毘沙門講が

行われています。古くから区民の皆様により祀られている毘沙門天を訪ね、お参りされてみ

てはいかがですか。 

  高浜地区内において広く知られていない文化財等がまだまだあると思いますので、引き

続き話題のご提供をよろしくお願いします。 


